
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【みなとつるが山車会館】～館内の紹介～ 

 みなとつるが山車会館では、気比神宮例大祭の時に巡行する勇

壮華麗な山車６基を収納、そのうち３基を展示しています。山車を飾

る実物の鎧や兜、能面などの展示や、敦賀城主大谷吉継を紹介す

るコーナーもあります。 

また、スクリーンシアターで臨場感溢れる映像で活気ある祭りの

様子をご覧いただけます。  

大谷吉継ゆかりの地 

 

 

●山車展示室・シアター 

気比神宮例大祭のとき巡行する山車 

6基のうちの 3基を展示しています。 

（毎年入替）また、スクリーンに迫力 

のある映像が映し出され 3基のうち 

1 基が放映の最後にせり出し、祭りの

臨場感を味わえます。 

●１階ホール 

  

 

山車に飾られる水引幕や、記念写真コーナーでは兜、刀、扇（レプ 

リカ）を身につけて武将気分をお楽しみいただけます。売店では、 

吉継バッジ、ストラップ、お土産も販売しています。 

 

●常設展示室 

山車の舞台の飾りに用いられる鎧・ 

兜、能面、飾り太刀、飾り武者、飾り 

馬等を展示しています。 

 

●別館 

  

旧大和田銀行創業地の社屋活用し、大和田銀行の資料や栄華を誇った 

山車関係の資料を展示しています。奥の部屋には「大谷吉継」に関する 

資料を展示しています。ちょっとしたお楽しみコーナー、金庫開けや、大谷 

吉継さまを敬愛する方の為の恋文ノートを設置してあります。 

どうぞ思いを綴ってくださいね。 

 

 

 

〒914-0062 福井県敦賀市相生町 7 番 6 号 
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【当館のお楽しみコーナー紹介】 

  

 

 

   

①兜をかぶってみよう＆顔だし看板  

    

【売店】お土産に 

⑤よっしーグッズが買える 

 

【吉継さまへ想いを綴ろう】 

②恋文ノート 

 

③恋文絵馬 

 

 
【当館限定！おみくじに挑戦】 

④よっしー・吉継おみくじ 

 

 

●2階ギャラリー 

山車の上部をご覧いただけ 

ます。ここからもシアターを 

鑑賞できます。 

 

 

●常設展示室 

山車の舞台の飾りに用いられる 

鎧・兜、能面、飾り太刀、飾り武者、 

飾り馬等を展示しています 

 

●別館 

  

 

旧大和田銀行創業地の社屋を活用し、栄華を誇った敦賀湊関係

の資料を展示しています。奥の部屋には「大谷吉継」に関する資

料を展示しています。ちょっとしたお楽しみコーナー、金庫開けや、

大谷吉継さまを敬愛する方の為の恋文ノートを設置してあります。

どうぞ思いを綴ってくださいね。 
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【敦賀ゆかりの地を訪ねよう】（山車会館からの距離） 

 

 

 

 

 

 

 

 

行き先 距離（約） 
所要時間 

（徒歩） 
問合せ 

永賞寺 

吉継の菩堤寺 
650ｍ 10分 

栄新町 11-20 

0770-22-1919 

常宮神社 

吉継奉納の朝鮮鐘 
8ｋｍ 15分（車） 

常宮 13-11 

0770-26-1040 

八幡神社 

吉継奉納の木彫り龍や燈籠 
800ｍ 10分 

三島１-3-2 

0770-22-1193 

真願寺 

敦賀城の礎石 
600ｍ 7分 

結城町 14-1 

0770-22-1860 

敦賀西小学校前 

敦賀城の案内碑 
600ｍ 7分 

結城町 8-6 

0770-22-0538 

来迎寺 

敦賀城表門と障子 
1.4Kｍ 17分 

松島町 2-5-32 

0770-25-3071 

西福寺 

吉継書状 
 4.7ｋｍ 11分(車) 

原 13-7 

0770-22-3926 

（関ヶ原町） 

 

大谷吉継の墓 

左は湯浅五助の墓    

 

（関ヶ原町） 

 

大谷吉継陣跡 

 

関ヶ原町歴史民俗資料館 Tel 0584-43-2665 

 

 

 

（滋賀県米原市下多良） 

 

大谷吉継の首塚  

 

敦賀城主 大谷吉継について 

大谷吉継は安土桃山時代に活躍

した武将で、豊臣秀吉の家臣の中

でも石田三成などの五奉行につぐ

地位にありました。秀吉の配下と

して諸国の検地（その土地の生産

高を知る為に、土地の広さなどの

計測をした太閤検地）を行い、三

成と共に合戦の際に食糧などの物

資を補給する兵站奉行も務めまし

た。天正１７年（１５８９年）日

本海運の重要な湊であった敦賀の

領主となり、敦賀城の拡張や、敦

賀の町並みの整備に力を注ぎまし

た。 

 
慶長５年（１６００年）、天下分け目の【関ケ原の合戦】

では、盟友である石田三成率いる西軍に属して戦った

ことで有名です。家康打倒を三成から打ち明けられた

吉継は、一度は挙兵を断念させようと説得したといい

ますが、三成の意志はかたく、最終的に西軍に付くこ

とを選んだといわれています。合戦では、裏切りの恐

れのある小早川軍の傍に陣を置き、実際に小早川が裏

切り攻めてきた時にも数の少ない軍勢で善戦したので

すが、他にも次々に寝返りが起こって、ついには自刃

して生涯を終えました。 

現在でも、義に篤い武将として幅広い年齢の歴史ファ

ンから大変慕われている人物です。 

 

 

 敦賀市公認 

キャラクター「よっしー」 
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【敦賀ゆかりの写真】 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真願寺 敦賀城の礎石 

敦賀城の乾門跡に建てられた寺で、 

境内に敦賀城の礎石が残る。 

門右角には大谷吉継・敦賀城跡碑が

ある。 

 

 来迎寺 来迎寺山門  

山門は敦賀城の裏門だったと 

伝わる。客殿にある腰高障子は 

敦賀城で使われていたとされ、 

県指定文化財。 

 

八幡神社 石燈籠 

敦賀城内にあったとされる 

吉継奉納(伝)の龍の欄間飾 

りや大燈籠、城門礎石や鬼 

瓦がある。 

 

敦賀西小学校 敦賀城跡の石碑 

敦賀城の案内碑には城が三層の天守閣 

だったということが書かれている。 

 

西福寺 阿弥陀堂 

吉継が寺領を安堵した書状など貴重 

な古文書が多く残っている。御影堂や 

阿弥陀堂、書院といった主要建物が国 

の重要文化財に、書院庭園は国の名勝 

に指定されている。 

 

 

永賞寺 九輪の供養塔 

関ヶ原の合戦９年後の 1609年に、 

吉継の慰霊のために建てられたと 

伝わる供養塔（九重塔・指定文化 

財）がある。 

 

 

常宮神社  

慶長 2年(1597年)、吉継 

が秀吉の命により朝鮮から 

持ち帰り奉納したと伝わる 

鐘は新羅鐘とも呼ばれ国宝 
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